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◇損壊した信号機（茨城県神栖市）
◇信号機が滅灯した交差点における交通整理

（岩手県宮古市）

東日本大震災における各交通分野の安全確保に向けた取組状況について

①道路交通

○信号機の滅灯対策について
地震や津波により，信号機等の交通安全施設等にも柱の損壊，機器の水没等の被害が発生し，特に被害

の大きかった岩手県，宮城県，福島県※１では６９２基の信号機が損壊し，そのうち４４０基が滅灯※２した。警察
では，主要な交差点に警察官を配置して手信号等による交通整理を行い，交通の安全と円滑の確保に努め
た。
また，信号機の復旧工事を進め，平成２４年３月には，まちづくり・復興に合わせて復旧することとして

いるものを除き，全ての信号機の滅灯を解消した。
警察では，滅灯した信号機のある全ての交差点に警察官を配置することは困難であること等から，災害

時の停電に伴う信号機の機能停止を防止するため，予備電源として信号機電源付加装置の整備を推進して
いる。

○震災発生後における交通情報の提供に向けた取組について

◇発災直後にカーナビゲーション等に表示さ
れた交通情報

警察では，発災直後から，ヘリコプターテレビシステ
ム，オフロードバイク等を活用して，高速道路や一般道路
の損壊状況，交通状況等を確認するとともに，道路管理者
との緊密な連携の下，迅速に道路情報を収集した。これら
を踏まえ緊急交通路の指定を行い，その実施区間及び通行
を認める車両，渋滞状況等の交通情報を，交通情報板や
ホームページを利用し，また，財団法人日本道路交通情報
センター，報道機関等を通じて適時適切に提供した。

※１ 福島県の警戒区域内を除く。
※２ 信号が表示されない状態をいう。
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◇国道４５号気仙大橋（岩手県陸前高田市）の被災直後の状況と仮橋開通後の状況

【被災直後の状況】 【仮橋開通後の状況】

⇨

○被災した道路の復旧状況及び復旧までの取組状況について
東日本大震災では，東北地方を中心に，高速道路や直轄国道が被災により通行止めとなり，特に太平洋

沿岸の国道４５号は各地で寸断された。
道路網の早期復旧を戦略的に進めるため，津波被災地が点在する三陸沿岸地域等への進出を図る「くし

の歯」作戦を展開した。東北自動車道，国道４号の縦軸を震災発生翌日には確保し，そこから三陸等の沿
岸各地への１５ルートの横軸を３月１５日までには順次確保した。更に沿岸部の国道６号，４５号の応急復旧へ
と展開し，震災から１週間後の３月１８日には国道６号，４５号の９７％まで道路の障害物を取り除く啓開を終
えた。
その後，高速道路については，３月２４日に東北自動車道の一般供用を開始し，４月１日には，東京電力

福島第一原子力発電所の警戒区域内を除き常磐自動車道の一般供用も開始した。常磐自動車道の原発警戒
区域内も４月２９日には応急復旧を完了し，緊急自動車の通行が可能となった。
国道６号，４５号については，震災から約１か月後の４月１０日には応急復旧を概成し，原発警戒区域内
「一時立入」前の５月８日には迂回路を含めた応急復旧を完了した。６月２９日に国道４５号小泉大橋（宮城
県気仙沼市），７月１０日には気仙大橋（岩手県陸前高田市）の仮橋設置により広域迂回を解消した。８月
３１日に国道６号について原発警戒区域内も含めて全線通行可能な状態となり，１２月２６日には，全線２車線
通行可能な状態となった。平成２４年２月３日に国道４５号について片側交互通行が可能となり，直轄国道の
通行止め全てが解消された。
また，発災直後より，道路利用者の利便性を図り，安全で円滑な道路交通を確保するため，インター

ネット等を活用した道路の災害情報の提供を進めた。
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◇三陸鉄道北リアス線田野畑駅から陸中野田駅までの間におけるレールの復旧作業時の様子と運行再開時の様子

【レールの復旧作業時の様子】
（平成２４年２月１日より敷設開始）

【運行再開時の様子】
（平成２４年４月１日）

⇨

②鉄道交通

○被災した鉄道の復旧状況及び復旧までの取組状況について
東日本大震災の発生により，東北新幹線，東北線等多くの路線が被災し，特に沿岸部の路線では駅舎や

線路等が流出するなど甚大な被害を受けた。
東北新幹線については，土木構造物の耐震化等の対策が講じられていたため，高架橋崩壊等の深刻な被

害は免れ，平成２３年４月２９日に全線で運転が再開された。
三陸鉄道については，現在，不通となっている区間について，復旧工事を行っており，平成２６年４月頃
に，北リアス線及び南リアス線全線が運転再開の見込み。
まちづくりと一体となった復旧が必要と考えられる JR東日本の被災６路線（山田線，大船渡線，気仙

沼線，石巻線，仙石線及び常磐線）については，沿線地方公共団体が，市街地の移転と合わせて，鉄道
ルートの変更等も含めた復興整備計画等を策定した後，これに基づき，鉄道の復旧方針を決定。
このうち，石巻線の渡波駅から女川駅までの間については，女川駅を除いて平成２５年度初の運転再開を

目指す。仙石線については，ルート移設等により平成２７年度中に全線運転再開を目指す。また，常磐線の
相馬駅から亘理駅までの間については，ルート移設等により，鉄道工事着手から３年程度で運転再開見込
み。

③海上交通

○被災した港湾の復旧状況及び復旧までの取組状況について

航路等の障害物（トレーラー）を取り除く啓開
作業の様子 （宮城県仙台塩釜港）

青森県八戸港から茨城県鹿島港に至る太平洋側全ての港
湾が被災し，津波による漂流ガレキ等が航路等を埋塞し，
そのため，港湾機能が全面的に停止した。
応急復旧として，緊急物資輸送船を入港させるため，海

上保安庁，地方整備局及び港湾管理者が航路等の障害物を
取り除く啓開作業を進めた。本格復旧に当たっては，地域
の復興を実現するため「産業・物流復興プラン」を策定し，
特に重要な港湾施設についてはおおむね２年以内を目処に
全ての施設の本格復旧を完了することとしている。
平成２４年３月１日現在の八戸港から鹿島港の地方港湾を

含む２１港の公共岸壁３７３バース（水深４．５m以深）のうち
２７５バースが，使用制限があるが利用可能となっている。
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◇仙台空港の被災直後の状況と復旧後の滑走路

【被災直後の状況】 【復旧後の滑走路】

⇨

④航空交通

○被災した仙台空港の復旧状況及び復旧までの取組状況について
東北地方太平洋沖地震とその後の津波により仙台空港は甚大な被害を受け，特に大津波による各種施設

の浸水及び膨大な量の車両，瓦礫等のため仙台空港は使用不能となった。
津波警報が解除された後，被災者への支援物資等の輸送拠点の機能を確保する為，直ちに応急復旧作業

を進め，３月１６日から物資輸送の機能を確保し，４月１３日には民間航空機の就航が再開された。

○震災発生後における航空交通情報の提供に向けた取組
東北地方の空港については，東日本大震災発災により仙台空港が使用不能となる中，花巻，山形，福島

の３空港を直ちに２４時間運用可能（支援要員を全国の航空官署から派遣）とすること等により，救援機の
活動や，高速道路・新幹線が不通の間の代替輸送拠点としての役割を果たした。


